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＜連絡事項＞
・明日（9/15）の朝、垂水Drは8時30分に帰宅されます。

はんこ等の貰い忘れの無いようにお願いします。

・本日の納涼会（1班）は雨天のため、10月5日（月）17：30～へ延期となります。
・9/14（月）栄養士2名不在となります。

ご迷惑をおかけしますが、食数・食事変更などがありましたら厨房へ直接連絡していただきますようお願いします。
厨房内線「940」　厨房PHS「009
・栄養より、明日の朝のパンはご飯に変更となり、8/16（水）のご飯がパンへ変更となります。

＜部屋移動＞

・長瀬　伸也様～東病棟Ａユニット１５号室→東病棟Ｂユニット３号室
・鈴木　徳美様～東病棟Ｃユニット４号室→東病棟合併症室

・丹内　栄子様～東病棟Ａユニット１３号室→東病棟Ａユニット１６号室
・高橋　如来様～東病棟Ａユニット１３号室→東病棟Ａユニット１６号室
・中村　真理子様～東病棟Ａユニット１６号室→東病棟Ａユニット１３号室
・東野　愛様～東病棟Ａユニット１６号室→東病棟Ａユニット１３号室
＜患者様連絡事項＞
・袴田　ハナヱ様～大川PSWより、三沢市民病院は受入れ拒否であったことを家族に連絡している。家族は八戸赤十字病院や青森労災病院への転院を希望されており、大川PSWより主治医へ確認するとのこと。

・田代　浩太様～大川PSWより連絡。本人・家族ともに別々に、主治医との面談希望あり。家族との面談を9/15・16辺りで調整するとのこと。面談には病棟スタッフの立ち合いも希望されている。また、家族から病院へ連絡があったことは、本人には内緒にして欲しいと家族の意向あり。

・舛森　市太郎様～家族より、9/17（木）八戸９９クリニックの受診の為、家族送迎にて外出希望あり。主治医へ外出申請と、医事課へ入院証明書の手配済。

＜隔離・拘束患者様状態報告＞
・宮崎　宏之様～終日隔離中。午前・午後1時間ずつの開放観察を実施。開放時他室侵入、他者の私物弄り頻回にあり早めに開放観察終了している。奇声や自傷行為なし。引き続き早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察を行っていく。
・沖田　康夫様～両手身体拘束中。午前・午後1時間ずつの一時拘束解除を実施し、安全ベルト使用して車椅子上で落ち着いて過ごせている。不穏さはなく対面時穏やか。拘束部位の循環障害なし。引き続き早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察を行っていく。
・澤口　利香様～体幹・四肢拘束中。不機嫌さはなく対面時穏やか。拘束部位の循環障害なし。引き続き早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察を行っていく。
・袴田　将志様～20時～6時　時間隔離中。自室にて音楽を聴いている。妄想発言や過度な飲水行為なし。引き続き早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察を行っていく。
＜要注目患者様情報＞
・村上　公基様～朝食、昼食共に眠気強く不食。拒薬なし。不穏さなく落ち着いている。
・東野　愛様～自室にて過ごしている。不機嫌さや問題行動なく落ち着いている。
・若沢　理子様～自室にて過ごしている。時折壁叩きあり訪室すると「聴こえてくる」と幻聴の訴えあり。不穏さなし。
・木村　格治様～ホールにて過ごしている。妄想発言はないも時折大声で叫ぶ様子あり。他者トラブルなし。
・鈴木　德美様～ご家族が市民病院泌尿器科を他科受診している。入院証明書は市民病院へＦＡＸ済み。
・松本　喜四郎様～自室にて過ごしている。不穏さや易怒性なく話し掛けに対し穏やかに返答されている。
・下野　和生様～発熱なし。酸素8ℓ実施中。酸素飽和濃度は96～99％で経過。痰鳴あり、都度吸痰実施。白色粘稠痰多量に引けている。点滴のトラブルなし。
・田代　浩太様～ホールにて過ごしている。他者交流見られ対面時穏やか。トラブルなし。
・島　龍太郎様～食事は自室で摂取するとの事で、自室へと配膳している。表情の冴えは無い。アルコールに関する訴えや振戦見られず。
・沼端　勲様～ホールにて過ごしている。易怒性や粗暴性なく対面時穏やか。

・鹿原　良三様～深澤Dr.診察にてイクセロンパッチ以外、内服薬中止の指示。
＜入院患者様情報＞
日時：R2.9.14　3:50

　　氏名：村山　公基（むらやま　こうき）様

生年月日：昭和46年11月20日（48）

　　病名：うつ病・双極性障害

　　性別：男性

　主治医：田名部Dr.

入院形態：医療保護入院

　　病棟：東病棟Ａユニット

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
＜経過＞

平成23年夏、妻が脳梗塞を発症した事や仕事に対するストレスを抱え、抑うつ感や苛々感等の症状が出現。子どもに対する軽い暴力行為もあり。罪悪感から平成24年8月22日当院を初診、通院服薬を継続していた。当院にはその後2回の入院歴があり令和２年4月24日退院となっていた。

その後も外来受診を継続していたが、令和2年9月6日テーブルを叩くなどの行為や多弁性があり、9月11日には妻の些細な行動に対して怒り、妻が謝ってもどうしても許せないと、怒る状態が続いていた。

9月13日、20時過ぎまでは子供を入浴させたりしていたが、そのうちテレビの前で本人が寝ていたことに妻が気づかずにいると、起こさずにいた事に対して怒り、体を鍛えるバーを持って殴ろうとするポーズをして、「殺されててえのか」「ぶん殴られてえのか」と言うことあり、妻は家から飛び出して110番に通報した。

その後警察より当院に連絡あり、警察官2名と来院。精神保健指定医である当直医齋藤医師の診察の結果、躁状態、および精神運動興奮が顕著であり、病状および入院治療の必要性が全く理解できない状態で、医療保護入院もやむを得ないという判断のもと妻の同意を得て3:50東病棟Ａユニットに医療保護入院（33条1項）となる。

洗濯：家族洗濯
買い物：家族差し入れ
＜金Dr.診察情報＞
・袴田　ハナヱ様～明日より点滴にフロセミドが混注となり2本／日。3日分処方となる。また、採血の指示もあり。
・中村　真理子様～夫様との面談(今後のこと)について調整するよう指示あり。夫様に確認し9月17日 17：00～となる。主治医も伝え了承済み。
　　　　　　　　　臨時薬は同内容で処方。
・東野　愛様～眠気強く診察受けれずにいる。ロナセンテープは中止。他は同内容で処方。
他の患者様は同内容で処方となる。
